
 3 月 13 日からマスクの着用が個人の選択に任され，ようやく以前の日常生活が戻りつつあります。春に向けて

明るい展望が開け，桜まで，今年は開花が早く，4 月が明ける前後から満開の声が聞こえ，一足早く春がやって

来た感じです。一方，世間では，WBC での日本優勝の余韻が冷めやらず，ちょうど新年度を迎える今，新入生や

新入社員には，その姿に「夢は叶えられる」との大望を持って，入学，入社されることと思います。小さな目標

であっても日々の努力を怠らず，切磋琢磨していってほしいものです。いよいよ希望の膨らむ春の始まりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 289号 

令和 5年 4月 1日 

小松市史担当 
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第 100～102 回 市史講座 古文書講座 

 3 回シリーズの古文書講座では，初回は，古文書に慣れるため，基本的なくずしの武家文書を取り上げ，さらに

武家社会の実情も探りました。2 回目は村方文書から，村で大切に保管されている村御印や廻状，人別送り状を

読み解き，当時の村の様子を垣間見ました。3回目はかなり文字も崩れ，くせ字の多い町方文書の中から，遺言状

関係の一連の文書を読み下し，町人の相続方法についても学びました。(←講座の詳細は，小松市 HP を参照) 

 下記に講座で取り上げた史料を挙げました。遺言状の一連の史料で，遺言状の通りに従うことを誓約した証文

です。当時は，遺言状にこの前証文，後証文，一類付の 4種類の書類を揃え，御用箱に入れ，保管されました。 



小松市史担当（小松市立図書館 2 階） 

・住所 〒923-0903 小松市丸の内公園町 19 芦城公園内 

・TEL 0761(24)5315 ・FAX 0761(22)9763 

・E-mail hensansitu@city.komatsu.lg.jp 

・URL https://www.city.komatsu.lg.jp/soshiki/toshokan/shishihensan/index.html 

 

＜４月のカレンダー＞ 開室時間 10：00～17：00(火～金)/9：00～17：00(土) 

＊     は市史担当事務局は閉室しています。 

 

『新修 小松市史 通史編Ⅰ(近世)』目次紹介 

 
 第 1 章 近世統一政権の成立と小松 
  第 1 節 村上頼勝の能美郡支配 
  第 2 節 丹羽長重と小松 
  第 3 節 前田利長の能美郡支配 
 第 2 章 前田利常と小松 
  第 1 節 元和・寛永期の加賀藩政と小松 
  第 2 節 利常の隠居と小松城 
  第 3 節 小松城・小松城下町の遺構と遺物 
  第 4 節 白山争論と白山麓天領西谷五ヵ村 
  第 5 節 利常の死と小松城 
 第 3 章 改作法の実施と十村支配 
  第 1 節 能美郡における改作法 
  第 2 節 能美郡の十村と村支配 
 第 4 章 加賀藩中後期藩政の推移 
  第 1 節 五代綱紀の治世 
  第 2 節 六代吉徳の藩政と早世の藩主たち 
 第 5 章 町・村の人々と生活文化 
  第 1 節 小松町・安宅町の支配機構 
  第 2 節 家数・人数の変遷と町域の拡大 
  第 3 節 町人の負担 
  第 4 節 町・村の生活文化 
  第 5 節 小松の社倉と災害 
  第 6 節 あきんどと職人 
  第 7 節 街道と宿駅 
 第 6 章 諸産業の展開と農村の変容 
  第 1 節 産物政策と諸産業 
  第 2 節 農林水産業の発展 
  第 3 節 鉱工業と温泉業 
  第 4 節 窯業の展開と製品 
  第 5 節 海運業の展開 
  第 6 節 村々の変容 
 第 7 章 寺社と信仰生活 
  第 1 節 各宗派寺院の成立 
  第 2 節 寺院と地域社会 
  第 3 節 小松町と周辺の産土社 
  第 4 節 絵馬に懸ける願い 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 第 8 章 文化の伝統と学問・教育・美術工芸 
  第 1 節 能順と連歌，松尾芭蕉と小松の俳人 
  第 2 節 前田利常と茶の湯 
  第 3 節 集義堂の創設と変遷 
  第 4 節 修道館と武士の教育 
  第 5 節 諸史料にみる修学と学問・教育 
  第 6 節 基礎的教育と豊かな文芸 
  第 7 節 花開く小松の美術工芸 
 第 9 章 町・村の変容と近代への胎動 
  第 1 節 後期の加賀藩政 
  第 2 節 伊能忠敬と石黒信由の能美郡測量 
  第 3 節 飢饉と打ち毀しの発生 

  第 4 節 海防と地域社会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『新修 小松市史 通史編Ⅰ』 

定 価：5,400円（令和 5 年 12 月まで） 
販売所：市史担当事務局・うつのみや・明文堂書店 

小松城櫓台 

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 

3/26 3/27 3/28 3/29 3/30 3/31 1 

2 3 4 5 6 7 8 

9 10 11 12 13 14 15 

16 17 18 19 20 21 22 

23 24 25 26 27 28 29 

30 5/1 5/2 5/3 5/4 5/5 5/6 

 

金平金山絵巻（石黒家文書） 

前田利常銅像 

mailto:hensansitu@city.komatsu.lg.jp

